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｢コイガ｣幼曲が通過 し得る間隙の最小限

春 州 患 者

筆者妊本誌第二棟に放て葦毛皮革等の飽啓防除漁と題する一一文を畿寂し､寄島の僻播､畿生

が如何にして起るかを説いた際に営々が注意して解閉したと僧じて居る容器の場合に於ても掴

化直後の小さtJl幼蝕が傑人する棟の間隙は樺山に増されてゐるものと考へぬばならぬし,云々と

記した O ず

尊宅典晶を常に使用してゐる欧米緒閲に於ても由が侵入せぬやうに充分綿密に製作してある

と侶ずる箪笥など紅毛出品如来管して聡 くにも拘 らず､翌春になって箪笥を開けて曲容を受け

て居るのを磯風して幣くことあるは書 の々家庭に於けると轡 りはないものと見える｡

此の釦に.関する興味ある観察結･巣が近着の米国廠用尾良革雑誌 (JournalofEconomicEnto-

Il-OIogy,Vo1.33,No.3)に載せられてあるから其の要鋸を紹介して見よう｡水団盤務省のコ

ールマン(Colman,W:)氏が ｢コイガのJ幼蝕は如何なる程度まで小さい間隙を通過し得るか敬

知 らうとしで攻の如き資陵を行った｡'

解散鏡用裁物四隣ガラス2枚を取 り.その凹陪部が潜互に相向払合ふやうに合はせ､四隅部

中に蝕のついてゐない羊毛を入れて､両ガラス板の間に極めて薄い展鏡板を挟み開ガラス板を

ゴムバ ンドで固く縛 り合せた｡即ち二枚の献物ガラス板の間には其の間に挟んだ展鎗枚の厚さ

だけの極めて狭い間隙が環されてゐるわけである｡虞曲板の厚さの色々なものを用仏で斯様な

ガラス板を蔑種類かを用意して､それらを｢コfガ｣が津山に畿生して居る所に30日間放置して

蛾の卵から脚化してたtiた幼魚が如何なる程度の間際があったら凹格部に入って行 くかを調べて

級 ,その紹如 よると孟 ｢ィン刊 (- 凡そ忘 ミリメ-叫 如 意 分相 常する)

或はそれ以上の間際がある場合に按債コイガ幼魚の頗零を受けたが､ガラス板の間際が之以下～

の呆さである場合には決して｢コイガ_鳳曲の喰客を受けることがなかったU

政の韓兼は誠に騒 くべきものであり､.且つ甚だ注意すべき素質であると音はねばならないG

偶に918 ミ再 - }岬 の間隙があってさ-rコイガ｣の幼虫が通過し得るものとすれば書々が

肉眼で見ては重 く額落してゐると考-られる箪笥の抽出の如きでさ-｢コイガ｣幼畠が侵入する

機密は常に存在するものと首はねばならないD

此の結果によれば書見は殆ど何れの場合に於ても繁簡,長持等の中に入れ食いた防逸剤が蹄

壊してたく漁ったならば署鹿侵入の機骨は常に布す声ものと兜博せねばなら恥
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